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この文書は１２ページあります 

 

橋梁に関する技術史 
 

藤井資料から 
 

2017年 3月改版 
 

 

解  説 
 

 ここに紹介する「橋梁に関する技術史」は、藤井郁夫氏が個人的に編集・作成してまとめられた「橋梁史

年表 ＢＣ－１９５５（海洋架橋調査会１９９２）」、及び「橋梁史年表＆世界の長大橋（同２０００）」（以下藤

井資料と呼ぶことにします。いずれもＣＤ－ＲＯＭ版）を元に、筆者が、読み易い寸法単位で、幾つかＰＤＦ

版資料にまとめたものの一つです。橋は、その設計・製作・建設・維持管理に直接関係する人だけでなく、

一般の人も親しみを持ち、関心があります。そのこともあって、橋についての話題は、古い時代から現代

にまで、多くの人が興味を持つ情報として扱われてきました。橋は、風景画の画題や、詩歌や小説の中の

ような、文化的な活動にも扱われてきました。藤井資料は、橋についての要約的な情報を、橋梁史年表と

して積み上げた労作です。工学的・技術的な情報だけでなく、その時々の社会的情勢、例えば、事故や災

害などのトピック的な記事も紹介されています。このトピック部分を抜き出して編集したものです。 

 

 藤井資料を参考にする方法は、電子化文書として、パソコンの狭いモニタ画面で閲覧する形態、つまり

データベース的な利用方法を提案していて、個別に詳しく調べたいときの手掛かりを与えてくれます。しか

し、時代遅れのよう思われますが、適度な分類をした上で、紙の形で読めるように編集・印刷した資料（ハ

ードコピー）は、気の置けない読み物として便利な面を持っています。従来、このような印刷物は、百科事

典やハンドブックの形態で定期的に改版を加えて発行されていて、それなりに商業出版物としての利益が

得られていました。パソコンが普及するにつれて文書のデジタル化が進み、販売部数も減少し、利益が上

がらなくなりました。紙の印刷業務から撤退し、電子化出版に移行する事例が増えました。そうであると、

読者側では大量のデータから必要な箇所をダウンロードし、印刷ｊページ数を抑えてパソコンの負荷を軽く

する使い方が必要になってきました。、 
 

 ここにまとめた技術史は、藤井資料の大量のデータ並びから、橋本体の工学的・技術的な資料を外し

て、年表の形式に編集したものです。個別のトピックを見る点的な参照だけではなく、時代の流れの中で、

トピックを比べ読みする線的な使い方に興味を持てるように編集しました。技術史としての時代区分は、 
 

① 有史以前から１８世紀の半ばの産業革命までの長い年代、 

② 次いで、産業革命後、力学原理の応用で橋梁工学が発展した時代、とりわけ鉄道の建設がブ

ームになった時代、 

③ 日本では鎖国時代が終わり、明治維新（１８６７）から欧米技術に多くを学んだ１９４０年ころまで、 

④ そして日本の敗戦（１９４５）から半世紀の期間に分けることができます。 
 

このうち、①と②とは主に世界史としてまとめることにしました。③と④とは、日本史に区分した編集になっ

ています。目次は下のようになっています 

 

            橋梁に関する技術史（世界）；  ………  ｐｐ．２～ ５ 

            橋梁に関する技術史（日本）；  ………  ｐｐ．６～１２ 

 

島田静雄 
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橋梁に関する技術史（世界） 

―――――――――――――――――――――――――――― 
 

ＢＣ３０００－ エジプト王朝ギゼ－のピラミッド入り口に石造片持

  梁 

ＢＣ２７００－ エジプト王国 

ＢＣ１５００－ エジプト王朝テ－ベの墓に石造ア－チ，エチオピ

  アの技術によると言われる 

ＢＣ７５３－ ロ－マの建国 

ＢＣ７００－ ホルサバ－ドの水道橋 

ＢＣ５２１－ ペルシャ 

ＢＣ４９２－ ペルシャ戦争始まる。ペルシャとギリシアのポリス

  との戦い。 

ＢＣ３１２－ ロ－マがアッピア街道を起工。これから始まり，後

  ８万ｋｍの舗装道路を建設した。 

114  ロ－マ帝国最大版図に。 

３９５－  ロ－マ帝国東西に分かれる。 

３９９－  インダス河に吊橋 

６世紀  ヨ－ロッパ全土にペスト大流行， 

８世紀  イスラム帝国の膨張 

８４３－  ベルダン条約によりフランク王国を３分割 

１０００頃  ヨ－ロッパでペスト大流行 

１３～１６世紀 オスマントルコの時代 

１２６５－  イギリス国会開く   

１２７１－  マルコポ－ロ東洋へ旅立つ。 

１３００－  ヨ－ロッパで紙が多く使われるようになる。 

１３４７～  ヨ－ロッパでペスト大流行 

１５世紀  ヨ－ロッパで疫病大流行 

１４２０年頃より イタリヤ  ルネッサンス  

１５世紀  Ｌｅｏｎａｒｄｏ ｄａ  Ｖｉｎｃｉ（１４５２～１５１９）  

１５１０－  ポルトガル人がインドゴアを占領   

１５１７－  ルタ－宗教改革始まる。 

１５１９～１５２２ マゼラン世界一周  

１５４３－  ポルトガル人種子島に来る。 

１５５０年頃 スペイン新大陸の銀と毛織物工業で栄える。 

１６世紀中期 イギリスロンドンと主な地方都市を結ぶ長距離定

  期馬車便始まる。 

１５８０－  スペインがポルトガルを併合 

１５８１－  オランダ独立 

１５８８－  スペインの無敵艦隊がイギリスに敗れる。 

１５９０年頃 イギリス毛織物工業で栄える。 

１６００－  イギリス東インド会社を創立 

１６０２－  オランダ東インド会社を創立 

１６２０－  イギリス清教徒がアメリカに植民（メイフラワ－号

  により） 

１６３８－  Ｒ．Ｄｅｓｃａｒｔｅｓ（フランス１５９６～１６５０） 座標 

  で方程式を表現 

１６４９～１６６０ イギリス共和制 クロムウエルの重商主義   

１６６１～１７１５－ フランスルイ１４世 重商主義をとる。   

１６６６－  ロンドン大火 

１６８７－  Ｉｓｓａｃ Ｎｅｗｔｏｎ（１６４２～１７２７） 

１６８８－  イギリス名誉革命 

１６８９～１７２５ ロシア  ピョ－トル一世の時代   

１７０１～１７１３ スペイン継承戦争 

１７０７－  イングランドがスコットランドを合併し，グレ－トブリ

  テン（大英帝国）成立 

１７１５－  フランスのルイ十五世とトレザケは国内の関税緩

  和，国内交通路の充実を計る。 

１７１６－  フランス道路橋梁工兵隊 （Ｃｏｒｐｓ ｄｅｓ 

  Ｉｎｇｅｎｉｅｕｒｓ ｄｅｓ Ｐｏｎｔｓ ｅｔ Ｃｈａｕｓｓｅｅｓ） 設置 

１７２０－  イギリス株価の大暴落 

１７２４～１７３４ イギリス Ｈｉｇｈｌａｎｄ地方 に約４００ｋｍの道路を

  建設。 

１７４０～１７８６ プロシヤはフリ－ドリッヒⅡ世の時代，プロシヤの

  確立 

１７４４－  Ｌｅｏｎａｒｄ Ｅｕｌｅｒ（１７０３～１７８３） 棒の曲げ 

  曲線と振動について発表   

１７４７－  Ｅｃｏｌｅ ｄｅｓ Ｐｏｎｔｓ ｅｔ Ｃｈａｕｓｓｅｅｓ（道路橋梁

  学校）創立  

１８世紀中期 ドイツで精神文化の進歩。 

１８世紀中期 イギリスでは，ジヤコバイ党の反乱に対応するた

  め，道路網を整備した。 

１７５５－  フランス 鉄ア－チが鋳造され，工場で組立てられ

  たが，架設はされながった 

１７５６～１８３６ イギリス Ｊ．Ｌ．ＭｃＡｄａｍによる道路建設 

１７５７－  Ｊｅａｎ－Ｒｏｄｏｌｐｈｅ－Ｐｅｒｒｏｎｅｔ（フランス１７０８～

  １７９４） 

１７６０～１８４０ イギリス産業革命  

１７６２～１７９６ ロシアはエカテリ－ナⅡの時代， 

１７６５－  ワット  蒸気機関の改良をした。 

１７７３－  Ｊｏｓｅｐｈ Ｌｏｕｉｓ Ｌａｇｒａｎｇｅ（１７３６～１８１３） 

  柱の座屈理論を発表 

１７７６－７－４ アメリカ独立宣言 

１７７９－１０－２３ Ｊｏｈｎ Ｗｉｌｋｉｎｓｏｎ（１７２８～１８０８） 

１７８３－  アメリカ独立 

１７８３－  Ｈｅｎｒｙ Ｃｏｒｔ（イギリス１７４０～１８００） Ｇｒｏｏｖｅｄ 

  Ｍｉｌｌ（みぞきり炉）の特許を得る。 

１７８４－  Ｈｅｎｒｙ Ｃｏｒｔ（１７４０～１８００） Ｐｕｄｄｌｉｎｇ  

  Ｐｒｏｃｅｓｓ完成， 

１７８４－  Ｉｍｍａｎｅｌ Ｌｏｅｓｃｈｏｒ（ドイツ） 木製斜張橋の図

  を発表 

１７８９－  フランス大革命 

１７９０年代 イギリス  運河の建設時代 

１７９１～１８６０ アメリカで５１種類の橋の特許 

１７９４－  Ｅｃｏｌｅ Ｐｏｌｙｔｅｃｎｉｑｕｅ（理工科大学）パリに設立。

  Ｇａｓｐａｒｄ ｄｅ Ｍｏｎｇｅ（１７４６～１８１８）の提案   

１７９８－  Ｐ．Ｓ．Ｇｉｒａｒｄが材料力学に関する著書を出版 

１８００の始め アメリカで木造トラス橋が架けられ始める。 

１８０１－  イギリスがアイルランドを併合。 

１８０２－  アメリカ ウエストポイント陸軍士官学校創立， 

１８０５－  アイバ－チエンの発明 

１８１０－１１ Ｊｏｈｎ Ｔｅｍｐｌｍａｎ 

１８１１－  イギリスでラッダライトの運動＝機械の破壊運動

  起こる。 

１８１４－  ウイ－ン会議始まる。 

１８１７－  アメリカ陸軍士官学校で組織的な土木工学の教

  育を始める。 

１８１８－  イギリス土木学会創立 

１８１９－  イギリス マンチエスタ－ ピ－タ－ルの虐殺 

１８１９－  Ｎａｖｉｅｒ 棒の撓みについて 発表 

１８１９－  アメリカで天然セメントを発見 

１８２０－１－２８  Ｉｔｈｉｅｌ Ｔｏｗｎが Ｔｏｗｎトラス（Ｌａｔｔｉｃｅ Ｒｉｂ トラ

  ス）の特許を得る。  

１８２０－１－２８ Ｉｔｈｉｅｌ Ｔｏｗｎ（１７８４～１８４４）  

１８２１－  Ｎａｖｉｅｒ  フランス学士院で，棒の曲げ方程式，弾

  性内の釣合条件，振動の基本 方程式を発表。  

１８２２－  Ａｕｇｕｓｔｉｎ Ｌｏｕｉｓ Ｃａｕｃｈｙ（１７８９～１８５７） 弾

  性理論（応力度，主応力面，主歪み）を発表   

１８２２－  ロシヤ ナルビァ河の橋梁工事にセメントを使用。 

１８２２－  イギリス  鋳鉄製の矢板の技術 

１８２３－  Ｎａｖｉｅｒ 板の曲げ理論を発表 

１８２４－１２－１５ Ｐｏｒｔｒａｎｄ Ｃｅｍｅｎｔの特許「人造石製造法の改

  良」  

１８２４－  Ｒｅｎｓｓｅｌｅｒ Ｐｏｌｙｔｅｃｈｎｉｃ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ創立  

１８２５－９－２７ イギリスＳｔｏｃｋｔｏｎ～Ｄａｒｌｉｎｇｔｏｎ間鉄道開通   

     Ｌ＝４４．３ｋｍ 

１８２５－  Ｔｅｃｈｎｉｓｃｈｅ Ｈｏｃｈｓｃｈｕｌ Ｋａｒｌｓｒｕｈｅ創立   

１８２５～１８３０ フランス Ｒｈｏｎｅ河に１０橋，フランス全土では 

  １００橋以上の吊橋が架けられた 

１８２７－  イギリスの鉄生産量 

１８２７－  イギリスで圧延鉄板の製造始まる。 
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１８２８－  イギリス土木学会（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎ ｏｆ Ｃｉｖｉ   

  Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）創設 

１８２８－９－３０ オ－ストリア鉄道営業開始 

１８２８－１０－１ フランス鉄道営業開始 

１８２９－１２－１８ アメリカ初の鉄道 

１８２９－  イギリスタ－ンパイク数 ３７８３ 総延長 ３万ｋｍ 

１８２９－  Ｓ．Ｄ．Ｐｏｉｓｓｏｎ（１７８１～１８４０）ポアッソン比を

  発表 

１８３０－  フランス７月革命  

1930/9/15 イギリスＭａｎｃｈｅｓｔｅｒ（工場）～Ｌｉｖｅｒｐｏｏｌ（港）間

  鉄道完成 Ｌ＝４９．６ｋｍ  

１８３０－  アメリカＢａｌｔｉｍｏｒｅ－Ｏｈｉｏ鉄道 旅客営業開始  

  Ｌ＝２１ｋｍ 

１８３０－  フランス鉄道開通 ギボ－ル～グランクロア間  

  Ｌ＝１６ｋｍ 

１８３０－  アングル鉄の圧延製造始まる，イギリス，ドイツ，

  フランスで 

１８３１－  Ｌｏｕｉｓ Ｊ．Ｖｉｃａｔ（１７８６～１８６１） 平行線ケ－ブ

  ル，エアスピニング法を考案 

１８３２－  イギリスで選挙法改正 

１８３２－  ウイルソン（イギリス）撚ったワイヤ－ロ－プを作

  る， 

１８３３－  Ｇａｂｒｉｅｌ Ｌａｍｅ（１７９５～１８７０）とＢ．Ｐ．Ｅ． 

  Ｃｌａｐｅｙｒｏｎ（１７９９～１８４０）と協同してフランス 

  学士院で発表 

１８３４－  イギリスの都市間馬車交通の平均速度   

  １５ｋｍ／時  

１８３４  Ｖｉｃａｔ  クリ－プ現象を発見   

１８３４－  Ｊｏｈｎ Ｇｒｅｅｎ（イギリス Ｎｅｗｃａｓｔｌｅ ｕｐｏｎ  

  Ｔｙｎｅ） 合成木材を用いたア－チ橋を設計した． 

１８３５－  ドイツ鉄道開通 

１８３５－３－３ ベルギ－鉄道営業開始 

１８３５－  イギリス道路法成立  

１８３５－  Ｒｅｎｓｓｅｌａｅｒ Ｐｏｌｙｔｅｃｈｎｉｃ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ（Ｔｒｏｙ Ｎ．

  Ｙ． アメリカ）で土木工学の講義を始める。 

１８３５－  アイルランド土木学会創立 

１８３５－  Ｉｔｈｉｅｌ Ｔｏｗｎ ラチストラス改良型の特許   

１８３６～１８３７ イギリス鉄道ブ－ム 

１８３７～１９０１ イギリス  ビクトリア女王 

１８３７－  Ａ．Ｆ．Ｍｏｂｉｕｓ（１７９０～１８６８）トラスの一般解 

１８３８－４－４  ロシア 鉄道開通  

１８３８－  ドイツにＲｏｍａｎ Ｃｅｍｅｎｔの工場ができる。 

１８３８－  蒸気杭打ちハンマ－の使用始まる。 

１８３９－９ イタリア 鉄道営業開始 

１８３９－（１８４１？） Ｍ．Ｔｒｉｇｅｒ（フランス）が空気ケ－ソン工

  法を炭鉱の立坑で使用。 

１８４０－  イギリス 大不作 

１８４０－  アヘン戦争おこる。 

１８４０－  フランス Ｂｏｕｌｏｇｎｅにポルトラントセメント工場創

  立 

１８４０－  イギリスで土木工学講座設立 

１８４０～１８８０ アメリカではＫｅｙｓｔｏｎｅ，Ｐｈｏｅｎｉｘ，Ｂａｌｔｉｍｏｒｅ等

  の橋梁製作会社が自分の特許のみをたよりに，

  経験的，手さぐり的，営利的，で激しい競争を 

  した。 

１８４１－４－２４  Ｓｑｕｉｒｅ Ｗｈｉｐｐｌｅ（１８０４～１８８８） Ｂｏｗｓｔｒｉｎｇ

  トラスの特許をえる。  

１８４１－  Ｔｒｎｍｂｕｌｌ（アメリカ）全鉄製橋の特許を得る。 

１８４１－  Ｊｏｈｎ Ａｕｇｕｓｔ Ｒｏｅｂｌｉｎｇ（１８０６～１８６９） 平

  行線ワイヤ－，エアスピニング，ケ－ブルのラッピ

  ングの特許をえる。 

１８４４－  ホルトランドセメントの改良 Ｉ．Ｃ．Ｊｏｈｎｓｏｎによ

  る。 

１８４５－  Ｇ．Ｇ．Ｓｔｏｋｅｓ（イギリス１８１９～１９０３） 圧縮

  率，剛性率を定義する。 

１８４５－  イギリス最初の全鉄製トラス橋 

１８４６－  プレ－トガ－ダ－の特許 

１８４７－  オランダ土木学会創立 

１８４７－  Ｓ．Ｗｈｉｐｐｌｅ 「Ｔｒａｐｅｚｏｉｄａｌ Ｔｒｕｓｓ（Ｄｏｕｂｌｅ  

  Ｉｎｔｅｒｓｅｃｔｉｏｎ Ｐｒａｔｔ Ｔｒｕｓｓ）」の特許。  

１８４８－  フランス 二月革命  

１８４８～１８７０ アメリカでゴ－ルドラッシュ 

１８４８－  マルクス エンゲルス 共産党宣言 

１８４８－１０－２５ スペイン 鉄道営業開始 

１８４８－  フランス土木学会創立 

１８４８－  オ－ストリア土木学会創立 

１８４８－  Ｋｅｌｖｉｎ 無限体内の一点に力が働いたときの応力

  と歪みの基本解を発表 

１８４９－  アメリカ ハ－バ－ド大学で工学教育を始める。 

１８４９－  イギリス機械学会で車軸の疲労について討論 

１８４９－  Ｋａｒｌ  Ｃｕｌｍａｎｎ（ドイツ１８２１～１８８１）アメリカ

  のトラス橋の落橋を調査した  

１８５０年代 ヨ－ロッパでポルトランドセメントの生産が盛んに

  なった。 

１８５０年頃 フランスの数理科学に対して，イギリスでは実験を

  主にした。 

１８５０年代 アメリカＢａｌｔｉｍｏｒｅ＆ＯｈｉｏＲａｉｌｒｏａｄ Ｃｏ．がトラ

  ス橋の進歩に大いに貢献。 

１８５０－  メキシコ 鉄道営業開始 

１８５０～１８９０ アメリカが鉄橋の時代となる。 

１８５０年代 イギリスでＢｒｕｎｅｌにより鉄道用木造トラス橋が多

  く架けられる。 

１８５０年迄に フランス全土で約１００橋の吊橋が架設された． 

１８５０－  アフリカの植民地化は始まる。 

１８５０－  Ｊｏｕｒａｗｓｋｉ トラス解析法を発表。 

１８５０－  Ｗ．Ｂ．Ｂｌｏｏｄ ワ－レントラスの解析法を提示。 

１８５０－  Ｗ．Ｆａｉｒｂａｉｒｎ 鋲打機を開発 

１８５２－  Ａ．Ｓ．Ｃ．Ｅ．設立 

１８５２－  アメリカ エ－ル大学で工学教育を始める。 

１８５２－１ ボルマントラスの特許 Ｗｅｎｄｅｌｌ Ｂｏｌｌｍａｎによ

  る。  

１８５３－４－１８ インド鉄道営業開始 

１８５４－  ポルトガル 鉄道営業開始 

１８５５－  Ｓａｉｎｔ Ｖｅｎａｎｔ（フランス１７９７～１８８６） サンブ

  ナンの定理を発表  

１８５５－  Ｌａｍｂｏｔ（フランス）によって鉄筋コンクリ－トの特

  許成立。 

１８５５－  Ｔｈａｄｄｅｕｓ Ｈｙａｔｔ（アメリカ１８１６～１９０１） 鉄

  筋コンクリ－トの曲げ材と耐火性について発表。 

１８５５－  ドイツ Ｚｕｌｌｃｈｏｗ Ｓｔｅｔｔｉｎの近くにポルトランドセ

  メント工場創立 

１８５６－  ドイツ工学会創立 

１８５６－  Ｓａｉｎｔ Ｖｅｎａｎｔ 梁の弾性変形，応力状態，剪断

  応力度，振動理論を発表 

１８５６－１ エジプト 鉄道営業開始 

１８５６－  Ｍｉｓｓｉｓｓｉｐｐｉ河に架かる木造ハウトラス鉄道橋 

  に，蒸気船 Ｅｆｆｉｅ－Ａｆｔｏｎ号が衝突炎上， 

１８５７－  アメリカ経済恐慌 

１８５７－  Ｗ．Ｈ．Ｍｏｓｅｌｅｙ ボ－ストリングトラスの特許を得

  る。 

１８５８－  イギリスがインドを直接統治 

１８５８－  Ｌ．Ｆ．Ｍｅｎａｂｒｅａ（イタリア）最小仕事の原理を発

  表 

１８５８－  Ｐｅｔｅｒ Ｗ．Ｂａｒｌｏｗ 吊橋の補剛桁の効果を模型

  実験で確かめる。 

１８５８－  アメリカでピントラスが架けられた。 

１８６０－  イギリスの鉄生産量 １８２３年 ４５万㌧ １８６０年 

  ３８０万㌧ 

１８６０－１０－４ トルコ 鉄道営業開始 

１８６０年代 アメリカで錬鉄が常用され始めた。同時に長大ス

  パン橋が常用となった。 

１８６１－  イタリア王国成立＝イタリアの統一。 

１８６１～１８６５ アメリカ南北戦争 

１８６２－  レ－ルの圧延製作法の発見 

１８６２－  Ａ．Ｒｉｔｔｅｒ トラス解法 Ｒｉｔｔｅｒの解を発表 

１８６３－  Ｇ．Ｂ．Ａｉｒｙ（イギリス１８０１～１８９２）二次元応力
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  関数をイギリス学士院報告に発表 

１８６３－  ロシヤ ポルトランドセメントの製造開始 

１８６４－  スリランカ鉄道開通 

１８６５－  Ｓｉｅｍｅｎｓ－Ｍａｒｔｉｎの平炉法 がうまれる。 

１８６６－  Ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ Ｔｒｕｓｓ Ｂｒｉｄｇｅの特許   

１８６６－  ロシア ニコライ鉄道の建設に伴い，多くの鋼橋を

  架設 

１８６７－  インドネシア鉄道開通 

１８６７－  ＳｉｅｍｅｎｓがＢｅｒｍｉｎｇｈａｍで酸性平炉鋼の製造

  を始める。 

１８６７－  Ｅｍｉｌ Ｗｉｎｋｌｅｒ（ドイツ１８３５～１８８８） 材料力学

  の教科書を著し，影響線解法を発表する。 

１８６７－  Ｊｏｓｅｐｈ Ｍｏｎｉｅｒ（フランス１８２３～１９０６） 鉄筋

  コンクリ－トの特許を得る。 理論は無い。 

１８６８－  Ｇ．Ａ．Ｗａｙｅｓｓ 鉄骨コンクリ－トの実験，付着力

  試験を行う。 

１８６９－  アメリカ大陸横断鉄道完成。 

１８６９－  アメリカで空気ケ－ソンを施工。 

１８７１－  ドイツ帝国成立，以後ドイツがヨ－ロッパ屈指の国

  となる。 

１８７１－  アメリカ ＮｅｗＹｏｒｋに地下鉄開通。 

１８７１－  アメリカでＢａｌｔｉｍｏｒトラス（Ｐｅｔｉｔｔトラス）生まれる。 

１８７１－  Ｔ．Ｈｙａｔｔ 鉄筋コンクリ－トの特許。 

１８７２－  Ｗ．Ｅ．Ｗａｒｄ 実験したうえで 鉄筋コンクリ－トを

  提案 

１８７２－  Ａ．Ｓ．Ｃ．Ｅ．がＣｈｉｃａｇｏで鋼材の使用について

  の討論会を開催 

１８７３－  イギリス 大不況 

１８７３－  アメリカ技術協会がポケット叢書を出版。 

１８７４－  アメリカ大不況 

１８７５－  Ｃａｒｌｏ Ａｌｂｅｒｔｏ Ｐｉｏ Ｃａｓｔｉｇｌｉａｎｏ（１８４７～ 

  １８８４）カスチリアノの定理を発表。 

１８７５－  アメリカでＰｅｎｓｙｌｖｅｎｉａ Ｔｒｕｓｓ生まれる。 

１８７５－  アメリカでポトランドセメントの製造始まる。 

１８７５－  ポルトランドセメントの製造始まる。 

１８７７  ロシア・トルコ戦争 

１８７７－  イギリス領インド帝国成立，（イギリスがインドを直

  轄領とする） 

１８７７－  ミヤンマ－ 鉄道営業開始 

１８７８－  アメリカ Ｈｕｄｓｏｎ河の鉄橋工事で１８ｍｘ３０ｍの

  井筒を使用 

１８７９－  ＭｏｎｉｅｒがＡｎｔｗｅｒｐ博覧会に鉄筋コンクリ－ト製

  梁を出品 

１８８１－  ドイツ  電車営業運転開始 

１８８２－  Ｏ，Ｍｏｈｒ（１８３５～１９１８）モ－ルの円を発表 

１８８２－  Ａｕｇｕｓｔｕｓ Ｊａｙ Ｄｕｂｏｉｓ 吊橋の理論を発表 

１８８３－  アメリカで井筒工法が用いられる。 

１８８４－  ロックドコイルロ－プの発明 

１８８５－  イキリスがビルマを併合 

１８８５－  Ｎ．Ｎ．Ｂｅｎａｒｄｏｓ（ロシア１８４２～１９０５） 炭素

  電極による溶接を始める。 

１８８６－  Ｏ．Ｍｏｈｒ 連力図，影響線解法について発表。 

１８８６－  Ｐ．Ｈ．Ｊａｃｋｓｏｎ（アメリカ）プレストレスドコンクリ

  －ト工法の特許を得る。 

１８８６－  Ｔｈｏｍｓｏｎ 電気抵抗溶接法を発表。 

１８８７－  Ｍａｔｔｈｉａｓ Ｋｏｎｎｅｎ（１８４９～１９２５） 鉄筋コン

  クリ－ト桁の理論的計算法を発表 

１８８７－  アメリカで木矢板締切工法の特許成立。 

１８８７～１８９１ ドイツＷａｙｓｓ＆Ｆｒｅｉｔａｇ社はスパン４０ｍ以上のコ

  ンクリ－トア－チ橋を多く架設した。 

１８８８－  アメリカ  電気軌道営業開始 

１８８９－  Ｚｅｒｎｅｒ 二極炭素ア－ク溶接を始める。 

１８９０－  Ｒｅｎｅ Ｆｅｒｅｔ コンクリ－トの配合と強度の関係に

  ついて発表。 

１８９７－  ヨ－ロッパでＲＣ杭が用いられる。 

１８９８－  ドイツ 膠州湾占領 

１８９８－  イギリス 威海衞占領 

１８９８－  アメリカ－スペイン戦争，フイリピンがアメリカ領と

  なる。 

１８９８－  Ａｕｇｕｓｔ Ｆｏｐｐｌ（ドイツ１８５４～１９２４） 材料力

  学の教科書を著す。 

１８９９－  ロシアが旅順を取る。 

１８９９－  Ｌｅｖｙ（フランス１８３８～１９１０）板の曲げ理論を発

  表 

1900－11－30 アメリカで最初の自動車展 

１９０１－  Ａ．Ａ．Ｒａｙｍｏｎｄ（アメリカ） 場所打ちコンクリ－ト

  杭を発明 

1903－12－17 ライト兄弟が飛行に成功 

１９０６－  フランス ＲＣ設計施工の規定を制定 

１９０７－  イタリアとオーストリアがＲＣ設計･施工の規定を制

  定 

1908－12－28 イタリア メシナ地震 

1908－11－08 プレ－トガ－ダ－の架設に連結式を初めて用い

  る。 

１９１１－  ロシア ＲＣ示方書 

１９１２－  Ｅｉｆｆｅｌが風洞を作り風の研究をする． 

１９１２－  ペデスタル杭の実用化。 

1912－8－14 ～１９１８年１１月 第一次世界大戦 

1915－1－13 イタリア アベッアノ 地震 死者３．５万人 

１９１６－  ロシア帝国崩壊 

１９１６－4r-16 イギリスは鉄鋼輸出を禁止する。 

１９１６－8-16 アメリカは鉄鋼輸出を禁止する。 

１９１６－  ドイツ ＲＣ示方書 

１９１８－  Ｓ．Ｊ．Ｈａｙｄｅ 人工軽量骨材を初めて用いた。 

１９２０～１９３０ イギリス 大不況 

１９２２－  ムッソリ－ニ－のフアシストによるロ－マ進軍 

１９２２－  ヨ－ロッパ－フランス，ドイツ，ロシヤ－インフレ 

１９２２－  アメリカにコンクリ－トラ－メン橋が導入される 

１９２３－  Ｍ．Ｔ．Ｈｕｂｅｒ 直交異方性平版の曲げ理論を発

  表 

１９２３－  Ｋａｒｌ Ｔｅｒｚａｇｈｉ（１８８３～１９６３） 圧密理論を発

  表 

１９２３－  ドイツで高炭素鋼ＳＴ４８の生産を始める， 

１９２３－  Ｒ．Ｈ．Ｄｉｌｌ（アメリカ）プレストレスによりコンクリ－

  トに引張り応力が生 じない桁を製造 

１９２４－  アメリカ ＲＣ示方書制定 

１９２４～１９６６ フランスで架設された吊橋 約８０橋   

１９２５－  ドイツでＳｉ鋼（Ｃ＝０．０８～０．１８％Ｓｉ＝０．８～ 

  １．２％ σ＝３６Ｋｇ／ｍｍ2 伸び２０～２６％ ）の

  生産を始める。  

1925－3－27 ＪＥＳ２４ Ｓ３９Ａ（＝ＳＳ４１級）の規格制定 

１９２７－  Ｒ．Ｆａｒｂｅｒ（ベルギ－）ポストテンションＰＣ工法の

  特許を得る。 

１９２７－  Ｏ，Ｇｒａｆ コンクリ－ト強度と水セメント比との関係

  を発表。 

1929－1－17 ベネズエラ地震 

1930－5－5 ペルシア ナルマス市 地震 

１９３１～１９３２ アメリカ恐慌 

１９３２－  Ｉｎｇｅ Ｌｙｓｅ コンクリ－ト強度の水セメント比説を

  発表。 

1932－3－3 ル－ズベルト大統領 ニュ－デ－ル政策始まる。 

１９３４－  Ｉｎｇｌｉｓ（イギリスＣａｍｂｒｉｄｇ Ｕｎｉｖ．） 鉄道橋の衝

  撃荷重の研究 

１９３４－  アメリカ  ＡＥ剤を発見  

１９３６－  スペイン内乱。 

１９３８－  アメリカでＡＥコンクリ－ト工法を発明。 

１９３８－  ＲＵＤＥＲＳＤＯＲＦ橋（プレ－トガ－ダ－ｌ＝６１）が

  脆性破壊 

１９３８－  ～１９４５年 第二次世界大戦 

1939－12－26 トルコ アナトリアで地震  

１９３９－  Ｅｍｐｅｒｇｅｒ パ－シャルプレストレスの概念を発表 

１９４６－  Ｙｖｅｓ Ｇｕｙｏｎ（１８９９～１９７５） 多主桁の理論を

  発表 

１９４７－  インド，ピルマ独立 

１９４７－  Ｖａｎ ｄｅｎ  Ｂｒｏｅｋ 極限設計法を発表。 

１９４８－  Ｓｉｅｓｓ 合成桁の研究 
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１９４８－  Ｊａｖａｎ Ｐｅｎｂｏｅｋ 極限設計の概念の明確化 

１９４８－  Ｌｅｏｎｈａｒｄｔ工法の開発 

１９４９－  インドネシア独立 

１９４９－  ＬＤ法＝純酸素上吹き転炉法の開発。これにより

  平炉法はその地位を失った。 

１９５０－  ドイツ『合成桁の設計暫定基準』 

１９５１－  アメリカ 高力摩擦ボルト接合設計基準 作成 

１９５２－  アメリカ Ｕ．Ｓ．Ｓｔｅｅｌ社  Ｔ－１鋼の生産を始め

  る。   

１９５２－  フレシネ工法導入 

１９５８－  アメリカ Ｇｒｅａｔ－Ｌａｋｅｓ製鉄所がＧ－Ｌ－Ｘ鋼 

  （Ｎｂ添加鋼）の生産を始める。 

1962－1－11 ＫＩＮＧＳ橋 溶接部が脆性破壊   

１９６６－  アメリカ ＡＳＴＭＡ５２制定（Ｎｂ添加高張力鋼） 

１９６６－  アメリカ Ｂｅｔｈｌｅｈｅｍ社 ＰＷＳ工法開発 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――― 
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橋梁に関する技術史（日本） 

―――――――――――――――――――――――――――― 
 

290～399年の間, 日本 駅路の整備が始まる。仁徳天皇による,,,, 

4世紀末, 大和朝廷の日本統一ほぼ完成。,,,, 

416‐8‐23, 日本河内地方に地震,,,, 

538‐,  仏教日本に伝来,,,, 

593‐,  聖徳大子。政治始まる,,,, 

607‐,  法隆寺建立,,,, 

607‐,  小野妹子 遣隋使となる。,,,, 

645‐,  大化の改新。駅馬、伝馬の制度が生まれる。,,,, 

667‐,  大津の都,,,, 

701‐,  大宝律令制定 橋の建設と管理は民部省－国司

  が行うことと定められた。,,＊３５０,, 

710‐,  奈良平城京に都を移す。,,,, 

712‐,  「古事記」完成,,,, 

720‐,  「日本書記」完成 ,,,, 

794‐,  平安京（京都）に都を移す。,,,, 

835‐,  東海道、東山道に橋を架け交通の改善を計った。

  （続日本記）,,,, 

835‐,  奈良東大寺の僧忠一による架橋；浮橋、駿河国富

  士川；以後しばしば架設；相模国 鮎川（馬入川）

  に船橋を架ける。,,,,＊１９５ 

1053‐,  平等院建立 

1124‐,  中尊寺創建 

1167‐,  平清盛 太政大臣となる。 

1192‐,  源頼朝 鎌倉幕府を開く。 

1274‐,  文永の役 元の来襲 

1281‐,  弘安の役 元の再来襲。 

1338‐,  足利尊氏 幕府を開く。 

1467‐,  応仁の乱 日本が戦国時代となる。 

1568‐,  織田信長 道路建設に努める。 

1573‐,  織田信長 室町幕府を滅ぼす。 

1590‐,  秀吉 全国統一。 

1590‐,  家康 江戸入城 

1600‐,  関ケ原の戦い 

1603‐,  徳川家康江戸幕府を開く。 

1604‐,  東海道５３次 制を成立 

1609‐,  島津氏 琉球征討..それまでは琉球王国  

1635‐,  参勤交代制確立,, 

1636‐,  日本は鎖国を完成,, 

1654‐,  東京 玉川上水完成 ,, 

1702‐,  赤穂浪士の討ち入り,, 

1707‐10‐28, １４時宝永地震 Ｍ＝８．４,, 

1722‐,  江戸町人人口５２万人。大阪 ４０万人 ,, 

1771ー,  日本 連年凶作 ,, 

1774‐,   『解体新書』杉田玄白 による,, 

1783‐,  日本 天明大飢饉,, 

1814‐,  伊能忠敬 日本全国実測地図完成,, 

1818‐,  岩永 三五郎（１７９３～１８５１）熊本県竜北町生ま 

  れ 石工宇七の次男 １８３０年岩永の姓を許され 

  る。１８３９～１８４９は 鹿児島。 郷里で死亡,, 

  ＊５８８＊７８２＊７９２ 

1833‐,  日本 天保の大飢饉。,, 

1836‐,  日本 連年飢饉,, 

1847‐,  橋本 勘五郎（＝丈八）（１８２２～１８９７）,,＊７８２ 

1853‐,  ペリ－ 日本に来る．,, 

1854‐,  日米和親条約結ばれる、鎖国終わる。,, 

1854‐12‐23,  安政の大地震 ９時 Ｍ＝８．４,, 

1854‐旧 11‐4, 静岡沖地震,, 

1854‐旧 11‐5, 土佐沖地震 大阪の多くの橋が津波被害を含めて 

  落橋。,, 

1857‐  韮山反射炉完成。パドル法の炉、江川太郎左衛 

  門英竜による、静岡県伊豆の国市（韮山町） 

1859‐6-2 横浜開港,, 

1860‐,  桜田門外の変,, 

1867‐,  明治維新 王政復古,, 

 

1868‐12‐29, 12月 29日までが太陰暦明治元年、１２月３０日＝ 

  明治２年２月１１日,, 

1868‐5‐12, 大阪大洪水,, 

1869‐4,  東京～横浜間に乗合馬車の営業開始。,, 

1869‐,  セメントを日本に輸入。,, 

1870‐,  工部省設置,,＊３５０ 

1870‐,  人力車東京に現れる。,, 

1871‐,  「太政官布告６４８号」 賃取橋の架設を奨励する 

  布告。,,＊１５４ 

1871‐,  『堤防 橋梁 積方大概』 土木寮による． 旧幕府 

  普請方の技術を集積したもの。 伝統技術が公開 

  された。,,＊１５４ 

1871‐9,  工学寮創立 。山尾 庸三（１８３７～１９１７）の建 

  言による。教頭はＨ．Ｄｙｅｒ（へんり- だいえる） ｏ； 

  Ｈｅｎｒｙ Ｄｙｅｒ（１８４８～１９１８）イギリス人 １８７３ 

  年７月来日,, 

1871‐,  「横浜製鋼所」開設。,, 

1872‐3‐14, 浜田地震 Ｍ＝７．１ 山陰、中国に被害 死者 

  ５５２名。,, 

1872‐10‐14, 新橋～横浜間鉄道開通。橋はすべて木製、橋梁 

  ２３橋、溝橋２３橋,,＊１５３ 

1873‐,  内務省設置,,＊３５０ 

1873‐8,  「河港道路修築規則」制定 道路は一等～三等 

  に分類。 ,, 

1874‐,  官営釜石製鉄所発足 この年の銑鉄生産量   

  ３０００㌧,, 

1874‐5‐11, 大阪～神戸間鉄道開通。木造クインポストトラス 

  が多用された。 １８７８年頃から鉄橋に架替え ,, 

1875‐,  ポルトランドセメントの製造始まる。工部省 製作 

  寮 深川出張所で。１８８４年浅野総一郎に払い下 

  げ、浅野セメント㈱となる。日本のセメント生産量 

   １９１３年 ６０万㌧ １９１８年 １００万㌧ １９３９年 

   ６５０万㌧,,＊１５４＊３５０＊２１３ 

1875‐,  初めて圧延機を運転 工部省 赤羽製作所,, 

1875‐,  スチ－ム杭打ちハンマ－を輸入 ,, 

1875‐6‐17, 水上 善治 みずかみ ぜんじ（１８２８～１８９８）、 

   明治２１年 善三郎から改名。富山県平村生まれ。 

  地域の発展のため、養蚕、小学校、機械、製糸、 

   製紙、道路、庄川運輸、鎖橋等に力を尽くした。 ,, 

1876‐,  日本 道路を国道、県道、里道の三種類にする。,, 

1876‐  Ｊ．Ｍｉｌｎｅ（１８５０～１９１３）来日、工部大学校、工 

  科大学で地質学を教える。 日本の地震学、耐震 

  工学の創設者と言える。 ,, 

1877‐,  西南戦争,, 

1877‐,  内務省に土木局が付置された。,,＊３５０ 

1877‐1 ,  工部大学校設置、それ迄の工学寮を改組。 

   Ｄｙｅｒ、Ｔ．Ａｌｅｘａｎｄｅｒ（１８４７～１９３３）等が土木 

  工学を教える。,, 

1877‐,  東京大学発足、東京開成学校と東京医学校を合 

  併発足 ,, 

1877‐,   『百科全書 土工術』大島貞益訳 ,,＊３５０ 

1877‐,  錬鉄上路鈑桁の製造を、神戸、新橋の両工場で 

  始める。,,＊１５３ 

1877‐2‐5 , 東海道線京都～大阪間 開通 ,,＊１５３ 

1878‐,  東京大学土木科 第一回生卒業,,＊１６８ 

1878‐11  松本荘一郎（まつもと そういちろう ）１８４８～ 

  １９０３、兵庫県神河町（神崎町）生まれ、岐阜県

  人もと大垣藩士、神戸で洋書を学ぶ。大学南校、 

  Ｒｅｎｓｓｅｌａｅ、Ｐｏｌｙｔｅｃｈｎｉｃ、Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ卒業、 

  １８７６年帰国、東京府御用係、土木係。１８７９年

  北海道開拓使御用係、工部省、農商務省、１８８４

  年鉄道局、１８９３年鉄道庁長官、工学博士 

  （土木学会誌、１９８４年６月号による） 
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1878‐,  鉄道橋の一部にＢｅｓｓｅｍａｒ鋼を用いる。 

1878‐,  服部 長七、愛知県碧南市出身 「たたき」工法 

  ＝人造石工法で、明治１１年から３０年代にかけて 

  多くの構造物を作った。１８９７年緑綬褒章を受け 

  る。,,＊７４７ 

1879‐11,  日本工学会設立,, 

1879‐,  東京大学が日本産木材の材料特性を調査し 

  発表,, 

1879‐12,  仙石 貢（１８５７～１９３１）高知藩士 石弥次郎の 

  二男 藩校致道館で学ぶ。 英国人を招いた医学 

  諸所に入学 １６才で東大理学部に入学 １８７８年 

  ７月卒業 東京府に勤務 １８８１年東北鉄道会社 

   １８８４年月工部省鉄道局 中田～宇都宮、白河～ 

  福島間の工事に従事 １８８８年甲武鉄道 新宿～

  立川間の工事を行う。 １８８８年６月欧米視察 信

  越線にアブト式鉄道を献策する。１８９１年工学博

  士 １８９６年 筑豊鉄道 １９０８年衆議院議員 

  （高知より） １９１１年猪苗代水力電気社長  

  １９１４年鉄道院総裁 １９２４年鉄道大臣 １９２９

  年南満州鉄道総裁,, 

1879‐,  三村 周 みむらあまね（１８５２～１９２０ ）旧姓 島

  崎 高知県に生まれ、後 日本鉄道 保線課長。 三

  村製作所（日本信号）を創業。ｏ；工技生養成所 

  鉄道部内の養成機関として大阪に１８７７年設立、

  １８８２年閉鎖 卒業生 ２４名 ,, 

1880～1881, 日本インフレ－ション,, 

1880‐,  日本地震学会設立,, 

1880‐  ,『蘭均氏 土木学（上巻、下巻）』文部省による． 

  Ｒａｎｋｉｎｅ 『Ａ Ｍａｎｕａｌ ｏｆ Ｃｉｖｉｌ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ

  （第１１版 １８７５年）』の訳本,, 

1880‐,  『暗氏材力論』 瓜生 寅 訳 Ｊ．Ａｎｄｅｒｓｏｎ 『Ｔｈｅ 

  Ｓｔｒｅｎｔｈ ｏｆ Ｍａｔｅｒｉａｌｓ ａｎｄ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｓ』の和

  訳,,＊３５０ 

1880‐,  官営釜石鉱山で洋式製鉄（木炭を用いた高炉）を

  開始,, 

1880‐,  国産ペイントの生産始まる。,, 

1880‐7‐15, 京都～大津間鉄道開通,,＊１５３ 

1880‐11‐28 , 北海道最初の鉄道開通 手宮～幌内間。 

  Ｃｒａｗｆｏｒｄとケプロンの指導による。橋は大部分

  が木造ハウトラス、鉄橋はｌ＝４６ ｌ＝１５がそれぞ

  れ１橋。    

  ｏ；Ｊｏｓｅｐｈ Ｕ．Ｃｒａｗｆｏｒｄ（１８４２～１９２４ アメリ

  カ） １８７８（１８７９－２？）～１８８１年在日 ,, 

  ＊１５３ 

1880‐,  鉄道用鈑桁の標準設計を作成。Ｔ．Ｒ． 

  Ｓｈｅｒｖｉｎｔｏｎによる。 ｌ＝５．５ ｌ＝４．６ ｌ＝３．７ ,, 

  ＊１５３ 

1881‐,  新橋～横浜間鉄道複線化 完成。木造鉄道橋の

  鉄橋化完了 ,, 

1881‐  『土木工要録』 内務省土木局による．土木施工便

  覧である。 ,,＊３５０ 

1881‐,  「セメント製造会社」設立。笠井順八による．後「小

  野田セメント（株）」となる,,＊６１８ 

1882～1884, 日本デフレ－ション,, 

1882‐8‐25, 東京馬車鉄道営業開始,, 

1882‐,  釜石製鉄所開業,, 

1882‐,  徳島県内のかづら橋、美馬郡内に１０橋 海部郡

  木頭に６橋,, 

1882‐8‐2, Ｊ．Ａ．Ｌ．Ｗａｄｄｅｌｌ着任、東京大学理学部土木工

  学科教師 橋梁工学を講義 ,, 

1882‐,  Ｊｏｈｎ Ａｌｅｘａｎｄｅｒ Ｌｏｗ Ｗａｄｄｅｌｌ（１８５４～ 

  １９３８）、１８７５年Ｒｅｎｓｓｅｌａｅｒ Ｐｏｌｙｔｅｃｈｎｉｃ  

  Ｉｎｓｔｉｔｕｅを卒業 母校で教える １８８４年『Ｔｈｅ   

  Ｄｅｓｉｇｎｉｎｇ ｏ Ｏｒｄｉｎａｒｙ Ｈｉｇｈ－ｗａｙ Ｂｒｉｄｇｅ』

  を著す。１８８６年４月１２日離日 帰米。Ｐｈｅｎｉｘ 

  Ｂｒｉｄｇｅ Ｃｏ．Ｋａｎｓａｓに勤務、同時にコンサルタ

  ントを開業。 多くの橋を指導． アメリカの専門家

  運動のリ－ダ  －,, 

1882‐,  原口 要（１８５１～１９２７） 島原藩士の家系  

  １８７５年アメリカ留学、レンセラー工科大学を首席

  で卒業 ペンシルバニヤ鉄道に勤務、帰国後 東

  京府技師長、１８８３年４月鉄道庁工部技長  

  １８９３年鉄道技監,,＊７２１ 

1883‐7‐28, 上野～熊谷間鉄道開通,, 

1884‐8‐25, 九州で豪雨 死者 １７９８人,, 

1884‐6‐25, 熊谷～高崎間鉄道開通,, 

1885‐6,  大阪 淀川大洪水,,, 

1885‐,  トラス橋論争 1885年 7月 16日～1886年 2月 27

  日の間 ２２回にわたって、新聞ＪａｐａｎＭａｉｌ紙 で

  Ｗａｄｄｅｌｌ（＝アメリカ系）とＴｈｏｍａｓ Ａｌｅｘａｎｄｅｒ

  （＝イギリス系）がトラスに関する論争をした。これ

  にはＰｏｗｎａｌｌ等も加わった。 アメリカ系トラス－

  腹材、下弦材ともにピン結合．イギリス系トラス－

  腹材のみピン結合、弦材は連続．アメリカ系を採

  用した日本での実施結果では、より理論的なアメ

  リカ系はピンの摩耗のため保守に苦労した。 ,,, 

1885‐,  Ｔｈｏｍａｓ Ａｌｅｘａｎｄｅｒ（１８４７～１９３３） １８７９

  年～１８８６年の間在日 工部大学で教える。,,, 

1885‐,  国鉄作錬式標準設計 完成、錬鉄鈑桁 ｌ＝６～ 

  ２１ Ｃ．Ａ．Ｗ．ＰｏｗｎａｌｌとＳｈｅｒｖｉｎｔｏｎによる。 ,, 

  ＊１５３, 

1885‐,  Ｃｈａｒｌｅｓ Ａｓｓｈｅｔｏｎ Ｗｈａｔｅｌｙ Ｐｏｗｎａｌｌ（イギリ

  ス） １８８２年５月５日来日 １８９６年２月１７日離

  日,,, 

1885‐7,  東北本線大宮～宇都宮間開業。利根川は渡船,,, 

1885‐,  小川田 全之（１８６２～？）群馬県 清王寺村 小

  川田 彦一の長男１８７５年熊谷県教員、１８７６年 

  東京英語学校入学、１８７７年工部大学校入学、 

  土木工学、１８８３年卒業 工学士、群馬県御用 

  係、道路係兼水理係 後工学博士 ,,, 

1886‐8,  内務省訓令１３号「道路築造保存法」 道路修築標

  準 道路橋の荷重を定める。４５４ｋｇ／ｍ2 ,, 

  ＊１５４, 

1886‐,  古市 公威 ,,,,,１８５４年７月１２日生まれ,,,大学南

  校卒業 １８７５年フランス パリ大学に留学 レサ

  ンシュ エス シャヌ学位を得る。１８８０年帰国 内

  務省に勤務。 工部大学学長，土木局長，土木技

  監，鉄道作業局長 １８８８年工学博士 １８９０年

  貴族院議員  

1887‐,  所得税法公布,,, 

1887‐12‐15, 東北本線郡山～仙台間開通、従って上野～仙台

  間開通,,, 

1887 年頃, 日本の橋梁の第二の転期であり、多くの種類の橋

  が架けられた。,,, 

1887 年頃, 井筒工法を橋脚に用いる工法が確立された。,,, 

1887‐ ,  原 竜太 ( はら りようた)（１８５４～１９１２） 福島

  県生まれ１８８１年東京大学理学部土木科卒、東

  京市技師、攻玉社教授。１８９８年３月工学博士。

  東京大学教授を兼任,,＊７２１, 

1887‐ ,  倉田 吉嗣（１８５３～１９００）長崎に生まれ、８男、

  長兄 吉連の養子となる。玄之助→平三→吉嗣と

  改名 １８６１年から漢学、剣道を学ぶ。 長崎遊撃

  隊→振撃隊→秋月隊に所属 １８７５年１月１３日

  東京 開成学校に入校 １８８０年７月東京大学理

  学部土木工学科を卒業し理学士となる。,１８８０年

  ９月３日内務省勧農局地質課に出仕、地形測量

  に従事。１８８１年８月４日内務省免 １８８１年８月

  ４日東北鉄道会社の依頼で加賀、越前、越中の

  鉄道路線選定を行う １８８３年３月２９日東京府御

  用掛となり、土木課設計掛で、水道、横浜築港 東

  京湾築港、等に従事。同時に東京大学で教える。

  １８８６年９月からは攻玉社でも教える。１８９８年

  海軍技師 １８９９年３月工学博士,,＊７２１ 

1888‐,  国道の名称変更、これ迄は１号 東京～横浜 ９号

  東京～伊勢 これ以後は １号東京～伊勢,,, 

1888‐11‐1, 山陽鉄道兵庫～明石間開業,,, 
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1888‐10‐25, 伊予鉄道開業、三津浜～松山間４ｋｍ,, 

1888‐2‐6, 工手学校開校、工学会の援助による。,, 

1888‐,  鉄道用錬鉄Ｉ型桁の標準設計完成。ｌ＝３．７、  

  ４．６ 、 ５．５ 圧延Ｉ型材は外から発見しにくい欠

  陥を含む場合が多い、とのＰｏｗｎａｌｌの意見で採用

  しなかった。 山陽鉄道神戸～広島間、九州鉄道

  門司～博多間ではＨａｒｋｏｒｔ社製 ｌ＜３の錬鉄Ｉ型

  桁を多用した。,,＊１５３ 

1889‐,  帝国憲法発布,, 

1889‐,  日本経済恐慌,, 

1889‐7‐18, 熊本で地震,, 

1889‐,  十津川（奈良県）大水害,, 

1889‐,  東海道線新橋～神戸間６０６ｋｍ開業,, 

1889‐,  九州鉄道営業開始博多～千歳川仮停車場間、１

  ８９０年９月２８日博多～赤間間 １８９０年１１月１

  ５日赤間～遠賀間 Ｈ．Ｒｕｍｓｃｈｏｔｔｅｌが指導 橋

  はハ－コ－ト社製錬鉄ボ－ストリングトラスが多

  い。 ,,＊１５３＊２０５ 

1889‐,  Ｈｅｒｍａｎｎ Ｒｕｍｓｃｈｏｔｔｅｌ（１８４４～１９１８） ドイ

  ツＴｒｉｅｒに生まれる、ベルリン プロシヤ工芸学校

  に学ぶ。１８７１年ザ－ル鉄道の建設に、その後ベ

  ルリン市街鉄道の建設に従事 １８８７年１１月来

  日、１８９２年迄九州鉄道に、その後日本鉄道、ト

  イツ大使館勤務、１８９４年離日。,, 

1889‐12‐28, 両毛鉄道桐生～前橋間開通,, 

1889‐5‐23, 讃岐鉄道営業開始 丸亀～琴平間１５ｋｍ,,＊１５３ 

1889‐8,  錬鉄鈑桁鉄道橋標準設計完成、ｌ＝３．６、４．５、

  ５．４,, 

1889‐4‐16 , 南 清（１８５５～１９０４） 青森県士族 １８７９年工

  部大学校卒業 ３年間欧州に留学。１８８３年 鉄

  道局技師 東海道線沼津～天竜川間の建設工事

  に従事 １８９０年山陽鉄道技士長 １８９２年九州

  筑豊鉄道技師長 １８９８年頃唐津鉄道社長  

  １８９８年北海道鉄道技術顧問 ,, 

1890‐,  コンクリ－トミキサ－の使用、横浜港岸壁ケ－ソン

  工事で。（土木学会誌 １３巻１号１頁による。） ,, 

1890‐,  田辺 朔郎（１８６１～１９４４） 幕臣田辺孫次郎の

  長男、江戸で生まれる１８８３年工部大学卒。 

  １８９０年東京大学教授、１８９１年工学博士、 

  １８９６年臨時北海道鉄道敷設部。１９００年京都

  大学教授１９２９年退官,, 

1890‐,  吉村長策 河内国国分村生まれ。６才で藩学に入

  学 １８７１年堺県立河泉学校で英国人グレゴリ－

  に英語を学ぶ。１８７４年官立大阪英語学校入学 

  １８７８年攻玉社で学ぶ １８７９年３月工部大学校

  入学 １８８５年卒業 。１８８５年～１８８６年工部大

  学校助手 １８８６年長崎県に勤務 砂防、中島川

  の変流、それにともなう架橋、水道事業 などに従

  事 後大阪鉄道、広島、海軍に勤務  

1891‐10‐28, 濃尾大地震 ６時３９分 Ｍ＝８．４ 死者 ７２７３人 

  根尾谷断層 

1891‐9‐1, 東北本線盛岡～青森間開通、東京～青森間鉄道

  全通 

1891‐,  山陽鉄道３月１８日 三石～岡山間 開業 ４月２５

  日 岡山～倉敷間開業 ７月１４日 倉敷～笠岡間

  開業 

1891‐,  鉄筋コンクリ－ト梁が紹介された。 

1891‐,  高田 雪太郎（１８５９～１９０３） 熊本洋学校、 

  １８８１年工部大学校卒業、 

1892‐7‐20, 山陽鉄道尾道～三原間開通 

1892‐,  震災予防調査会設立 

1892‐,  金井 彦三郎（１８６７～１９３２） 岐阜県生まれ  

  １８８８年攻玉社卒。 東京府に勤務。１９００攻玉

  社教授を兼任。１９０６年鉄道作業局勤務 

1893‐,  東京大学に橋梁講座を開設、田辺 朔郎教授、原 

  竜太講師 

1893‐1  ,現在の全国道路延長 国道７２２０ｋｍ 県道 

  ２４７２２ 里道２４０４５２ 合計２７２２４３ｋｍ 

1893‐,  これ以後平炉鋼を使用、これ迄はベッセマ－鋼 

1893‐,  信越本線開通 

1893‐,  作３０年式鋼鉄道橋の設計完成、１８９７年制式化 

  上路鈑桁 ｌ＝６～２４ｍ イギリス形 補剛材は錬

  鉄 Ｐｏｗｎａｌｌによる。  

1893‐,  岡田 武五郎（１８６７～１９４５） 東京府（厩橋）、

  鉄道庁（浜松町～万世橋のレンガアーチ橋）に勤

  務 

1894～1895, 日清戦争 

1894‐6‐20, 東京で地震 Ｍ＝７．５,,＊７２１ 

1894‐8‐31, 羽後、陸中で地震,, 

1894‐10‐22, 庄内地震 Ｍ＝７．３,, 

1894‐,  田辺 朔郎 （たなべ さくろう） 鉄筋コンクリ－トの

  概念を紹介 於 造家学会『地震と迫持との関係及

  び耐震迫持の考察』,, 

1894‐,  コ－クスによる製銑始まる、釜石鉱山田中製銑所

  で,, 

1894‐12‐1, 国鉄奥羽線青森～弘前間開通,,＊１５４＊２４７ 

  ＊３５１ 

1894‐1‐4, 国鉄八戸線開通,, 

1894‐,  鋼Ｉ型鉄道桁橋標準設計制定 ｌ＝０．９～３．６,, 

1895‐,  京都電気鉄道（市電）営業開始,, 

1895‐,  この年以後錬鉄製鉄道橋は新設されていない。,,

  ＊１５３ 

1895‐,  那波 光雄 なわ みつお（１８６９～１９６０）,, 

1896‐6‐15, 三陸沖地震 Ｍ＝７．６,, 

1896‐8‐31, 陸羽地震 Ｍ＝７．５,, 

1896‐,  『土木工学 橋梁編（上）（下）』西川 新太郎によ

  る．,, 

1896‐3‐11 , 国鉄東海道本線大阪～西宮間複線化完成、この

  とき、武庫川橋、下神崎川橋、下十三川橋のトラ

  ス橋は、神戸工場で１主構を製作し複線橋に改造

  した。 錬鉄はイギリスより輸入,, 

1897‐,  金本位制施行,, 

1897‐,  官営八幡製鉄所設置,, 

1897‐,  東京製鋼株式会社が鋼索の製造を始める。,, 

1897‐,  鉄道トラス橋標準設計作成、Ｃｏｏｐｅｒ、 

  Ｓｃｈｎｅｉｄｅｒによる。下路ペチット型 ｌ＝９１、下路

  プラット型 ｌ＝６１、４６、３０、上路バルチモア型  

  ｌ＝６１、上路プラット型ｌ＝４６、３０ アイバ－引張

  材型式 この頃からイギリス型に代わってアメリカ

  の技術を輸入。,, 

1897‐,  国鉄で木桁がなくなる。,, 

1898‐5‐6, 名古屋市電営業開始,,＊１５３ 

1899‐12,  自動車輸入第一号 プログレス号 大正天皇御成

  婚祝いに在アメリカ日本人がアメリカ製電気自動

  車を輸入献上,, 

1899‐2,  徳島鉄道営業開始、徳島～鴨島間１８．９ｋｍ．鴨

  島～川田間１４．８ｋｍは１９００年８月開通,, 

  ＊５５２ 

1899‐,  ～1912 の間に約 190 連の鉄道用ク‐パ‐型トラス

  がアメリカより輸入された。,, 

1899‐6,  渡辺 嘉一 （１８５５～１９３２）長野県上伊那郡朝

  日村平出（辰野町）生まれ 宇治橋瀬八の次男、 

  １８８２年海軍機関総監横須賀造船所長 渡辺 

  忻三の養子となり、１９１３年家督を相続。２男４女

  あり。１８７６年４月工部大学校予備校入学、 

  １８７７年大学校入学 １８７９年品川、板橋、赤羽

  間測量実習。１８８０年神戸大津間及び長浜敦賀

  間鉄道工事実習、淀川治水工事実習。１８８４年５

  月アメリカ経由で９月イギリス グラスゴ－大学に

  留学 工学と理学正科を兼修、１８８６年卒業 ウォ

  －カ－賞受賞 Ｃｉｖｉｌ ＥｎｇｉｎｎｅｒとＢａｃｈｅｌｏｒ ｏｆ 

  Ｓｃｉｅｎｃｅの学位を取得。,ファウラ－とベ－カ－の

  事務所に勤務 Forth 橋前後１２マイルの線路測

  量と設計に従事 １８８１年１月アメリカ経由４月日

  本に帰る。日本土木㈱技術部長 １８９９年工学博

  士、１９２３年帝国鉄道協会会長 １９１２年５月 
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  １３日石川島造船所取締役５月２２日社長 １９２５

  年１月２２日石川島造船所辞任 , 

1900‐,  北清事変,, 

1901‐5‐27, 山陽鉄道（山陽本線）全通 鈑桁を多用した。,, 

1901‐,  八幡製鉄所高炉火入れ。第一回は２月５日で、７

  月２３日ようやく軌道に乗る。 ,,＊１６１ 

1901‐,  『橋梁示方書（案）』広井 勇 による．工学会誌に

  発表 ,, 

1901‐,  広井 勇 （１８６２～１９２８）土佐藩士広井喜十 

  郎・寅子の長男として高知県佐川町に生まれる。 

  １１才で上京叔父片岡家の書生となる． 東京外

  国語学校卒業、工部大学校予科で学ぶ．１８７７ 

  年札幌農学校に入学 ２期生１８８１年同校を卒 

  業。北海道開拓使に雇用 鉄道建設に従事１８８２

  年１１月１８日工部省勤務１８８３年３月１４日東京

  ～高崎間鉄道建設に従事 １８８４～１８８７自費で

  アメリカに渡り、ＳｔＬｏｕｉｓのＣｏｒｐｓで 

  Ｍｉｓｓｉｓｓｉｐｐｉ河の改修工事に従事。, Ｃｈａｒｌｅｓ  

  Ｓｈａｒｉｅｒ Ｓｍｉｔｈ設計事務所で橋梁設計に従事．

  Ｎｏｒｆｏｌｋ ａｎｄ Ｗｅ ｓｔｅｒｎ鉄道会社の技師 ． 

  『Ｐｌａｔｅ－Ｇｉｒｄｅｒ Ｃｏｎｓｔｒｕcｔｉｏｎ』 を出版１８８９

  年在米のまま、札幌農学校教授になる。 ドイツに

  留学、フランス、イギリスを経て１８９１年帰国、 

  １８９３年北海道庁技師となり、函館、小樽港の工

  事を行う。 １８９８年『築港』発刊 １８９９年東京帝

  国大学工学教授（橋梁工学）となる。１９０８年北

  海道庁を辞職 １９１６年勲２等瑞宝賞受賞。 

  １９２０年東京帝国大学名誉 教授となる。東京で死

  去 ６７才 勲２等旭日重光賞受賞 , 

1901－8－21 ｏ；三井工業部芝浦製作所 １８７３年 田中製作所 

  田中久重が創業 １８９３年芝浦製作所（三井）が

  吸収 後三井鉱山の配下となる。 １８９６年頃は

  機械，橋梁，ボイラ－，等をつくる。 １９０１年から

  重電の製作をはじめる。 １９０４年芝浦製作所とし

  て独立 １９１１年機械，橋梁等は石川島造船にゆ

  ずり，石川島造船の重電製作と交換する  

1902‐,  日英同盟成立,,＊１７４ 

1902‐12  末現在,道路調査（国道・県道・里道）の結果；道路

  延長 国道 ７４３９ｋｍ 県道 ３０７３８ｋｍ 里道 ３

  １２４６７ｋｍ計 ３５０６４４ｋｍ 橋数 鉄橋 ８５橋 

  石橋 ５３４７８橋 ｍ 木橋 １３０９３８橋 土橋 １０

  １２８９橋 その他 ３６２橋 計 ２８６１５２橋 ,, 

1902‐,  作３５年式鋼上路鈑桁鉄道橋標準設計作成  

  ｌ＝２９．４～６．１ アメリカ型 杉文三による,, 

1903‐9‐16, 東京市内電車営業運転開始,, 

1903‐9‐12, 大阪市内電車営業運転開始,,＊１５３＊２１３ 

1903‐,  『鉄骨コンクリ－ト橋梁』工学会誌 ２５３号、広井 

  勇 による． 和名と共に紹介、最初の技術論文。,, 

1904～1905, 日露戦争,, 

1904‐7‐15, 横浜市内電車営業運転開始,, 

1904‐4‐1, 土佐電気鉄道開業,, 

1904‐,  溶接法が伝えられる,, 

1905‐6‐2, 芸予地震 広島、松山が被災、Ｍ＝７．６ ,, 

1905‐9‐15, 奥羽本線福島～青森間全通,, 

1905‐,  『Ｓｔａｔｉｃａｌｌｙ Ｉｎｄｅｔｅｒｍｉｎａｔｅ Ｓｔｒｅｓｓｅｓ ｉｎ  

  Ｆｒａｍｅｓ』広井 勇 による．二次応力の理論解を

  発表 ,, 

1905‐,  佐野 利器（１８９０～ ） 鉄骨及び鉄筋コンクリ－

  トの講義を東大建築科で始める,, 

1905‐,  『土木工学 橋梁編（上）（下）』、安藤 広之によ 

  る． ,,＊５ 

1905‐2‐10, 農商務省ポルトランドセメント試験法を制定,, 

  ＊１７４ 

1906‐10‐24, 西日本で豪雨,,＊１５４ 

1906‐,  鉄道国有化,,＊２１３ 

1906‐,  『鉄筋コンクリ－ト』井上 秀二による． ,, 

1907‐,  『鉄筋コンクリート工法』後藤 佐彦による,, 

1907‐,  １２月末現在の日本道路延長４１４１２２ｋｍ（含む

  里道）,,＊３５１ 

1907‐12‐, 道路調査結果；国道県道里道の橋数 鉄橋 １１４

  橋 石橋 ６１８１６橋 木橋 １３１５４７橋 土橋  

  １０９３２１橋 その他 ５５４橋 計３０３３５２橋,, 

1907‐,  国産ガソリン自動車完成,, 

1907‐,  日本不況,,＊２０７ 

1907‐,  八幡製鉄が線材の生産をはじめる。,,＊１５４ 

1908‐11‐16, 北陸本線全通,, 

1908‐,  国鉄日豊本線でコンクリ－トオ－プンケ－ソンを用

  いる。,, 

1908‐11‐1, 鈑桁の架設に連結式を初めて用いる。中央本線

  大滝川橋（ｌ＝１９．２）で,, 

1909‐8‐14, 姉川地震、近江、美濃大地震 Ｍ＝６．９,, 

1909‐11‐21, 門司～鹿児島間鉄道全通,,＊１５３ 

1909‐,  和歌山市内電車営業運転開始,, 

1909‐,  呉市内電車営業運転開始,, 

1909‐,  『鉄筋コンクリート工法』後藤佐彦（東大明治 38 年

  卒）,,＊６１８ 

1909‐6‐17, 「鋼鉄道橋示方書」制定、ク－パ－Ｅ３３荷重を採

  用。,, 

1909‐,  大阪市土木課「鉄筋混凝土計算規定」制定、 ,, 

  ＊１５４, 

1909‐,  『鉄筋コンクリ－ト設計施工示方書案』を発表、大

  河戸 宗治（おおかわと そうじ １８７８～１９６０）

  による．,,, 

1909‐,  ニュ－チックリベットハンマ－輸入,,, 

1909‐,  矢沢 四郎、長野県 飯田市（伊賀良）出身。攻玉

  社土木科１８９８（明治３１）年卒、社会に出て再び

  攻玉社工学校高等科 1902（明治 35）年卒。彼は 

  １０橋もの吊橋を設計していた。,,, 

1910‐8‐6～11, 東日本大水害 、橋の損害７２６５カ所,,, 

1910‐6‐12, 国鉄宇野線営業開始,,, 

1910‐4‐5, 神戸市内電車営業運転開始,,, 

1910‐,  『工業力学』柴田 畦作（１８７３～１９２５）による．,,, 

1911‐,  沖縄地震、Ｍ＝８．２,,, 

1911‐,  東京全市内で自動車８２台、１９１２年全国で自動

  車５２１台。,,, 

1911‐5‐1, 国鉄中央本線全通,,, 

1911‐,  『近世橋梁学』中村 謙一 による． ,,, 

1911‐,  鉄筋コンクリ－トの講義が東大土木工学科で始ま

  る。柴田 畦作による．,,, 

1911‐,  国内メ－カ－が鉄道用トラスの製作を始める．,,,＊

  １７４ 

1911‐,  国鉄大分線でコンクリ－ト井筒を建設。,,, 

1911‐11‐1, 石橋絢彦 （１８５２～１９３２）江戸で生まれる。中

  村国蔵の五男 幕臣石橋家を継ぐ。１８６９年沼津

  兵学校入学、１８７１年攻玉社及び荀新社に入学 

  １８７３年工学寮に入学、１８７９年卒業 欧州に留

  学 灯台工事に従う．１８８３年帰朝 工部省灯台

  局に勤務、後神奈川県、航路標識事務所、海軍、

  陸軍、韓国等に勤務灯台を建設。１８９１年８月２４

  日工学博士 １９０８年から吉田橋を架設 １９１０

  年工手学校長兼ねて千代田ガス、ラサ燐鉱、等の

  顧問 ,,, 

1912‐2‐21, 鉄道院「鋼鉄道橋設計詞示方書」制定 Ｅ３３荷重

  を制定,,, 

1912‐3‐1, 山陰線全通,,, 

1912‐12‐, 道路調査；国道 県道 里道橋数 鉄橋 ３１５橋  

  ０．１％ 石橋 ６７９３５橋 ２１．１％ 木橋  

  １３５０９９橋 ４２％ 土橋 １１７４９７橋 ３６．６％ 

  その他 ６２３橋 ０．２％ 計 ３２１４６９橋  

  １００．０％,,, 

  ＊２０７＊３３５ 

1912‐ ,  樺島正義 （１８７９～１９４９）東京大学土木工学

  科卒、１９０２年６月 東京市勤務 渡米 カンサス

  市のＷａｄｄｅｌｌの設計事務所に勤務 １９０６年帰

  朝、東京市役所に勤務、１９０６年２月２０日東京

  市橋梁課長 １９１７～１９２０年東京市土木課長、
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  １９２１年コンサルタンツを開業,,, 

1913‐,  鉄道橋鈑桁でクレ－ン車による架設を行う。那波 

  光雄の考案。最初はクレ－ンが転倒。日豊線大野

  川橋（？）,,, 

1914‐  ペデスタル杭が日本に導入される 

1914‐8‐1, ～１９１８年１１月 第一次世界大戦,,, 

1914‐3‐15, 秋田地震、Ｍ＝６．４,,, 

1914‐1‐12, 桜島噴火、Ｍ＝６．１,,, 

1914‐9‐15, 土木学会設立,,, 

1914‐,   『標準橋梁仕様書』 関場 茂樹,,, 

1914‐  関場 茂樹（１８７６～１９４２）青森県生まれ、 

  一高、１９０３年７月東大土木工学科卒、渡米、 

  Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｂｒｉｄｇｅ Ｃｏ、に勤務、ＡＳＣＥ会員、 

  １９０８年帰国、１９０８年横河橋梁製作所の創立と

  同時に技師長、山家橋、八ツ山橋、勝山橋等を設

  計、１９０８～１９２４年日本橋梁株式会社専務取

  締役技師長、１９２４年関場設計事務所（大阪）、

  澱川橋等を設計、１９３０年松尾橋梁株式会社取

  締役技師長。,,, 

1914‐7‐14, 鉄道院「鉄筋コンクリ－ト橋梁設計心得」,,＊１５４

  ＊２６２, 

1914‐,  コンクリ－トミキサ－の国産化始まる,,, 

1914‐,  ペデスタル杭が日本に導入される,,＊１５３, 

1914‐,  国鉄は鉄桁製作を指定メ－カ－制とする。,,, 

1914‐,  国鉄はピントラスをリベットトラスに改める。,,, 

1914‐,  国鉄はトラスの輸入を中止し、以後すべて国産と

  する。,, 

1915‐,  『家屋耐震構造論』（学位論文）佐野 利器 （さの 

  としかた） 「震度法」を発表。,, 

1915‐,  国鉄のトラスの輸入； １８７４～１８９７年  

  イギリス系、１８８７～１８９７年ドイツ系、１９０２ 

  ～１９１５年アメリカ系のピン結合トラスが輸入され

  た。１９００年には３８２連あり。１９８４年には４６連

  が残っている。,, 

1915‐,  ガス切断始まる。,, 

1915‐,  国鉄はワ－レントラスを採用することとした、完全

  に移行したのは１９３２年。,, 

1916‐,  『鉄筋混凝土の理論及其応用』日比 忠彦（１８７３

  ～１９６５）による．,, 

1916‐,  『鉄筋混凝土工学』 阿部 美樹志による．,,＊３５１ 

1916‐,  阿部 美樹志（１８８３～１９６５）岩手県 一関市生

  まれ、１９０５年札幌農学校土木工学科卒、逓信

  省鉄道作業局勤務、１９１１年９月 鉄道院研修生

  として渡米、１９１４年迄イリノイ大学 Ｔａｌｂｏｔ教授

  の下で研究、イリノイ大学より学位を受ける。１９２

  ０年退官、鉄筋コンクリ－トの設計に通じ、設計事

  務所（阿部事務所）を持ち多くの鉄筋コンクリ－建

  築をてがける。東洋セメント工業会社社長、戦災

  復興院総裁につく。 ,,＊７９９ 

1917‐9‐30, 高潮；北海道、東北、東京湾,, 

1917‐4‐1, 『鉄筋混凝土之設計及工法』小川 敬次郎 によ

  る．,, 

1917‐12‐1, 内務省「道路構造令」及び「街路構造令」を制定、

  １１ｔｏｎトラック、１５ｔｏｎ転圧機の荷重。,, 

1918‐11‐11, 大町地震 Ｍ＝６．１,, 

1918‐,  関西製鋼（後合併して帝国産業）が鋼索の製造を

  始める。,, 

1918‐,  井筒の水射法を始める。,, 

1919‐,  道路法（4 月 11 日）、道路構造令（12月 6 日）、街

  路構造令（12月 6日）公布,, 

1919‐,  移動式クレ－ン  車（操重車）による鈑

  桁の架設を行う。黒田 武定 （１８８８～１９７９）の

  創意による。,, 

1919‐,  吉田 仙之丞 名古屋高等工業明治４２年卒,,, 

1919‐,  館 喜八郎 名古屋高等工業大正５年卒,,, 

1920‐4‐1, 道路法、道路構造令、街路構造令施行。,,, 

1920‐,   『載荷せる構造物の震動並びにその耐震性につ

  いて』 物部 長穂（１８８８～１９４１）による．土木

  学会誌 ,,, 

1920‐,  国鉄４０定規桁の設計を行う。,,, 

1920‐,  国鉄鈑桁の架設に帆柱式を初めて用いる、上越

  線第二滝川橋 大木 利彦の発案。 ,,＊３５１, 

1921‐9‐25, 関東、関西で水害,,, 

1921‐,  『Ｔｈｅｏｒｉｅ ｄｅｓ Ｔｒａｇｅｒｓ ａｕｆ Ｅｌａｓｔｓｃｈｅｒ Ｕｎｔｅ

  ｒｌａｇｅ』 弾性基礎上の梁と杭の解 林 桂一 によ

  る． ,,, 

1921‐,   林 桂一（１８７９～１９５７）新潟県上越市に生まれ

  る．１９１２年京都大学卒．工学博士。１９０３年住

  友別子鉱山１９１２年九州大学助教授、1912 年～

  １９１７年ドイツに留学、１９１７年九州大学教授計

  算工学、九州大学名誉教授、『高等関数表』,,, 

1921‐3‐1, 大阪市第一次都市計画決定、これにより 

  １９２４年 ～１９３９年に１５１橋架設 その内訳は

  以下の通り。鈑桁４７％、連続又はゲルバー鈑桁

  １９％ ＲＣア－チ１０％、鋼ラ－メン１０％、鋼ア－

  チ７％、その他のＲＣ５％、その他の鋼３％、, 

  ＊１８０, 

1921‐9‐25, 国鉄大湊線開通,,, 

1921‐,  国鉄は主要線の構造物の設計荷重をＥ４０とす 

  る。,,＊２４７, 

1921‐,  鉄道鈑桁の架設に始めて綱渡り式を用いる、松田

  線瀬戸川橋,,, 

1922‐12‐8, 九州（島原，天草，熊本）で地震、Ｍ＝６．５ 

1922‐,  複動式スチ－ムハンマ－杭打機が導入された。,,

  ＊１５４ 

1922‐,  鉄道トラスの架設にエレクショントラスを用いる、エ

  レクショントラスの架設はケ－ブルエレクションに

  よる。烏山線荒川橋上路トラスｌ＝４６で,,＊１５３ 

1922‐,  鉄道鈑桁の架設に手延機を用いる。 中原 寿一

  郎（１８９５～１９７５）による。 上越線第一利根川

  橋，紀勢東線濁川橋などで施工。 ,,＊１５３ 

  ＊１５４＊２０９＊２４０ 

1922‐,  坂本一平 愛媛県技手、茨城県技師、福岡県土木

  課長、福岡県土木部長,,, 

1923‐,  「鋼鉄道橋製作示方書」制定,,＊１５３, 

1923‐9‐1, 関東大震災、Ｍ＝７．９ 東京の道路橋６７５橋のう

  ち震害１８橋 火災４３０橋。その復旧 復興局架設 

  ７年間で 東京 １１２橋 横浜 ３５橋 東京市架設 

  ４６４橋 横浜市架設 ２８６橋 この他東京府、神

  奈川県等 復興局架設鋼橋の製作 石川島造船

  所２２橋 横河橋梁製作所４５ 浅野造船所５ 汽

  車製造６ 大阪鉄工所 １ 工事用桁 日本橋梁 １

  ３ 三菱造船（神戸造船所） １６ 川崎造船所 １２ 

  メラン用鉄骨を含む復興局蔵前工場 ６ ,,,＊１５４

  ＊２２４＊２２４＊２２５＊２２５＊２２４ 

1923‐,  小池啓吉（１８９５～１９７２）富山県高岡市生まれ.

  １９１９年東京大学卒. 東京市勤務 １９３３年富山

  県 1937 年兵庫県 １９３９年８月栃木県土木部長 

  １９４１年内務省、磐城国道改良事務所長 1944

  年１０月宮城県土木部長 １９４６年大木建設 『小

  池橋梁工学』,, 

1923‐,  谷井 陽之助、１９１６年九州大学卒業。１９１６年

  東京市勤務１９２１年設計掛長、 １９２６年橋梁課

  長 体調を崩して退職、１９２８年東京鐵骨橋梁技

  師長,, 

1923‐,  花房 周太郎、１９１１年京都大学卒、東京市、橋

  梁掛長、体をこわして嘱託,,＊７２２＊７３２ 

1923‐,  安藤鉄工所、１９１８年安藤儀三（１８９２～１９７２）

  が創業１９７５年頃倒産。東京市京橋区月島東仲

  通五丁目五番地に本社あり。１９３０年頃 ボイラ

  －製作、橋梁工事、鉄骨工事、水力鉄管工事、水

  力水門工事 ガスタンク及びガス発生装置、起重

  機、化学工業機械等の製作を行う。主な橋梁工事 

  埼玉県 安谷橋、白川橋、水神橋、秋ケ瀬橋 神

  奈川県－平山橋 新潟－新潟電気鉄道会社鉄道

  桁 宮城県県－八木山橋、阿武隈橋、名取橋、鳴
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  瀬橋、赤石橋 青森県－新湊橋 福島県－柴崎橋 

  愛媛県－長浜大橋,, 

1924‐1‐15, 相模中部で地震 Ｍ＝７．２,, 

1924‐,  地震研究所設立,, 

1924‐,  12月末の道路延長（含む町村道）1032762ｋｍ,, 

1924‐8‐1, 熊本市電開業,, 

1924‐10‐1,  『地震上下動に関する考察並びに振動の雑論』 

  物部 長穂による．物部は１９１５～１９２５年の間

  に一連の耐震設計法を発表,, 

1924‐,  鉄道トラス橋の架設にポンツ－ンを用いた引き出

  し式を用いる。,, 

1924‐,  国鉄が鈑桁のフインク式補強を始める。関西線那

  智川橋 ｌ＝２１他,, 

1924‐,  増田 淳（１８８３～１９４７）香川県生まれ．高松中

  学校ー第一高等学校ー１９０７年東京帝国大学工

  科大学土木科卒業 １９０８年渡米 ヘドリック設計

  事務所（カンザス市）、バ－ジニヤ橋梁製作所 ボ

  ストン橋梁製作所、ヘドリック・コクラン事務所（カ

  ンザス市）で勤務 １９２２年帰国 大正末～昭和 

  始め設計事務所を持ち大きな橋の設計を数多く行

  う。設計した代表橋梁 立花ケ橋（長野）、六郷橋

  （神奈川）、長六橋（熊本）、千住大橋（東京）、三

  好橋（徳島）、穴吹橋（徳島）、吉野川橋（徳島）、

  白髭橋（東京）、十三大橋（大阪）、尾張大橋 

  （愛知）、戸田橋（東京）、美々津橋（宮崎）など．,,

  ＊１５３ 

1925‐5‐23, 但馬地震 Ｍ＝７,,＊２１３ 

1925‐3‐27, ＪＥＳ２４ Ｓ３９Ａ（＝ＳＳ４１級）の規格制定,, 

  ＊６７２＊８２９ 

1925‐3‐7, 「鋼鉄道橋製作示方書」改定,, 

1926‐9‐27～30, 新潟、福島水害,,＊１５４ 

1926‐11‐25, 仙台市内電車営業運転開始,, 

1926‐7‐1, 「道路構造令細則」実施、道路橋の荷重を１２㌧ト

  ラック １４㌧転圧機 と定める。 ,, 

,  山本 卯太郎、名古屋高等工業専門学校卒 山本

  工務所を主宰 可動橋の設計制作を行う ,, 

1927‐3‐14, 金融恐慌始まる,,＊１５４ 

1927‐3‐4, 丹後地震 Ｍ＝７．５,, 

1927‐10‐27, 関原地震（新潟県） Ｍ＝５．３,, 

1927‐4‐1, ポルトランドセメントのＪＥＳ制定,, 

1928‐,  国鉄が示方書を改定 し、ＫＳ荷重を採用,, 

1928‐,  全溶接試験桁の破壊試験を行う。,, 

1928‐,  山本 宇兵衛 東京工手学校明治４４年卒業,, 

1929‐,  国産早強ポルトランドセメントの製造始まる。,, 

1929‐,  複動スチ－ムハンマ－杭打機の国産始まる。,, 

1930‐11‐26, 伊豆地震 Ｍ＝７,,＊２１３ 

1930‐7‐16～18, 九州に台風,,＊１５４ 

1930‐12‐1, 鉄道省土質調査委員会を設立。,, 

1930‐,  深礎工法を開発。,, 

1931‐9‐18, 満州事変始まる。,,＊３５０ 

1931‐9‐21, 西埼玉地震 Ｍ＝７,, 

1931‐,   『鋼橋』三浦 七郎 による．,, 

1931‐9‐1, 土木学会「コンクリ－ト標準示方書」制定,, 

1931‐,  「電弧溶接鋼鉄道橋設計および製作示方書案」公

  表,, 

1931‐,  土木研究所「鉄筋コンクリ－トＴ桁橋標準設計案」 

  公表,,＊１５４ 

1932‐,  佐藤清治 仙台出身、１９１９年仙台高等工業学校

  卒 静岡県に勤務、１９３０年岩手県勤務、１９３９

  年軍役、当時の岩手県の橋の殆どに関与した,, 

1933‐3‐3, 三陸大地震 Ｍ＝８．３,, 

1933‐,  山陰本線全通,,＊６８３ 

1933‐,  「鉄筋コンクリ－トＴ桁橋標準設計案」、B=４．５～

  １１ｍ、ｌ＝５～１１ｍ,, 

1933‐,  児玉静雄 1933年まで長野県土木部長,, 

1934‐9‐13～22, 室戸台風,,＊１５４ 

1934‐,  国産中庸熱セメントの製造始まる。,, 

1934‐,  遠心力鉄筋コンクリ－ト杭の製造始まる。,, 

1934‐,  場所打コンクリ－ト杭が大阪駅地下鉄工事で用い

  られた、径９０ｃｍ,, 

1935‐7‐1, 静岡地震 Ｍ＝６,,＊１５４ 

1935‐6‐27～30, 西日本で豪雨 

1935‐8‐110, 関西で豪雨 

1935‐9‐25, 関東で豪雨 

1935‐,  『溶接鋼橋』青木 楠男による。  

1936‐,  大阪で地震 Ｍ＝６．４ 

1936‐11‐30, 五能線全通 

1936‐12‐31, 現在の道路橋橋数；国道橋 ８３４８橋 県道橋 ９

  ５５６４ 市道橋 ２０７３８ 町村道橋 ２７９３０４ 合

  計 ４０３９５４橋 

1937‐,  日中戦争（事変）始まる。 

1937‐9‐11～12, 全国（除く九州、四国）で豪雨。 

1937‐,  木コンクリ－ト橋の案出 高橋敏五郎による。 

1937‐,  国鉄で遠心力しめかためＲＣ杭を使用。 

1937‐,  大阪市内の橋梁総数 １８２６橋  

1938～,  ～１９４５年 第二次世界大戦 

1938‐6‐27～7‐5, 関東（東京）と関西（神戸）で水害。 

1938‐,  杭の水平抗力に関する実験。松尾春雄（１９００～

  １９７９）による。 

1939‐5‐1, 秋田県男鹿半島で地震 Ｍ＝７ 

1939‐,  「一土圧公式とその図解法」安蔵善之助（１８９４

  ～１９４３）による．,, 

1939‐,  「酒井式」発表 井筒基礎の横抵抗計算法,, 

1939‐11‐1, 鋼弦コンクリ－ト（Ｓｔａｈｌｓａｉｔｅｎ Ｂｅｔｏｎ）を日本に

  紹介、吉田 宏彦による．,, 

1939‐ ,  「鋼道路橋設計示方書案」（１３㌧トラック、１７㌧転

  圧機） 「鋼道路橋製作示方書案」 発表,, 

1939‐,  遠心力ＲＣ杭製造始まる。,,＊１５４ 

1940‐,  『弾性橋梁』成瀬勝武 による。 ,, 

1940‐,  高強度コンクリ－トの研究、吉田 徳次郎 によ 

  る。 ,, 

1940‐11‐1, 「木道路橋設計示方書案」公表,, 

1940‐11‐1, 内務省土木局「電弧溶接鋼道路橋設計及び製作

  示方書案」 公表,, 

1940‐,  土木学会「鉄筋コンクリ－ト標準示方書」を改訂,,

  ＊１５４ 

1941～1945, 太平洋戦争,,＊１５４ 

1941‐6月中～下旬, 西日本特に北九州で前線水害,, 

1941‐7‐22～25, 関東、東北で台風被害,, 

1941‐9‐30～10‐1,九州で台風被害,, 

1942‐7‐1, 土木学会クイの支持力調査委員界報告公表,, 

1942‐8‐27, 西日本に台風、特に九州地方に被害,, 

1943‐7‐22～26, 四国で豪雨 

1943‐9‐10, 鳥取地震 Ｍ＝７．４ 

1943‐9‐20, 西日本で台風・洪水 

1944‐9‐1, 山陰水害 

1944‐10‐7～9, 三重県台風水害 

1944‐12‐7, １３時３５分 東南海地震 Ｍ＝８ 

1945‐,  日本降伏 第二次大戦終わる。 

1945‐1‐13, 三河地震 Ｍ＝７．１ 

1945‐9‐17～18, 枕崎台風、西日本一帯に被害 

1945‐10‐10～13, 阿久根台風、西日本一帯に被害 

1946‐,  日本国憲法公布 

1946‐12‐21, 南海道地震 Ｍ＝８．１  

1948‐6‐28, 福井地震 Ｍ＝７．２ 、道路橋の被災 福井県２０

  ５橋 石川県１０９橋 

1948‐9‐11～12, 九州北部で水害 

1948‐9‐15～17, アイオン台風、関東、東北特に岩手で被害 

1949‐6‐17～22, デラ台風、九州から東北南部迄 特に鹿児島、愛

  媛に被害 橋の損害 ５５４橋 

1949‐7‐27, ヘスタ－台風、特に四国、関西に被害 橋の損害

  ４２０橋 

1949‐8‐13～18, ジュディス台風、特に九州、四国に被害 橋の損

  害 ３３０橋 

1949‐8‐31～9‐1, キティ台風、東日本 特に関東に被害 

1949‐12‐26, 今市地震 Ｍ＝６．４ 
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1949‐,  土木学会「鉄筋コンクリ－ト示方書」改定 

1950～1953, 朝鮮戦争 

1950‐8‐3～6, 東日本で水害 

1950‐9‐3～4, ジエ－ン台風、四国、近畿、中部、北日本に被害 

1950‐9‐13～15, キジア台風、九州、四国、中国に被害 

1950 年現在, 全国道路橋数；１１０４２５橋 内５４％が木橋 

1950‐,  軽量コンクリ－ト実用化 

1950‐,  レデ－ミクスドコンクリ－ト実用化 

1950 年代, 溶接構造の基本ができる。 

1951‐7‐7～17日, 中部以西で豪雨、特に京都、橋の損害１４７橋 

1951‐10‐13～15日,ル－ス台風、東北以西、特に山口、橋の損害 

  ８８２橋 

1951‐,  大豊式空気ケ－ソンの特許。 

1951‐,  デ－ゼル杭打機輸入、国鉄、ドイツよりＤｅｌｍａｇ 

  ＳＥ５００,, 

1952‐3‐4, 十勝沖地震 Ｍ＝８．１,, 

1952‐7‐18, 吉野地震 Ｍ＝７ 奈良中・北部に被害,,＊１５４ 

1952‐3‐7, 大聖寺沖地震 Ｍ＝６．８,, 

1952‐6‐22～24, ダイナ台風、関東以西、特に静岡に被害、橋の損

  害１８４橋,, 

1952‐7‐7～11, 関西豪雨、特に和歌山に被害、橋の損害２３１橋,, 

1952‐,  『鋼橋の理論と計算』吉町 太郎一（１８７３～１９６

  １）による。,, 

1952‐,  溶接用構造鋼材規格制定；ＪＩＳ３１０６ ＳＭ４１、

  ＳＭ４１Ｗ 制定 ,, 

1952‐,  フレシネ工法導入,, 

1953‐6‐25～29, 西日本で豪雨、特に北九州 橋の損害２３１８橋,, 

1953‐7‐16～25, 和歌山、奈良、三重で水害、橋の損害 ５２４橋,, 

1953‐8‐14～15, 近畿で豪雨,, 

1953‐9‐24～25, 台風１３号、特に近畿に被害,, 

1953‐,  池原－横山式；ケ－ソンの安定計算式,, 

1954‐9‐10～14, 台風１２号、関東以西 特に南九州に被害,, 

1954‐9‐17～19, 台風１４号、四国から東北に被害 橋の損害２０６

  橋,, 

1954‐9‐25～27, 洞爺丸台風、全国特に北海道、四国に被害,, 

1954 年,  現在の道路橋数：計２８８０００橋 内訳 国道橋 

  ２１３００橋 県道橋９９７００ 市町村道橋 

  １６７０００ ,, 

1954‐,  ベノト機（Ｎｏ６型）輸入、国鉄による ,, 

1955～1965, 日本高度成長,, 

1955‐8‐30, 「プレストレストコンクリ－ト設計施工指針」制定、

  土木学会,, 

1955‐,  ＪＩＳＺ２３４１ 「金属材料の放射線透過試験方法」

  制定,, 

1955‐,  ＪＩＳ「遠心力鉄筋コンクリ－ト基礎クイ」制定,, 

1956‐,  「鉄筋コンクリ－ト標準示方書」制定,, 

1956‐,  「鋼道路橋設計示方書」「製作示方書」制定、ＴＬ－

  ２０の制定,, 

1956‐3‐31, 現在の橋数：一級国道 計橋数８９３３ 木橋 ２１６

  ８ 永久橋 ６７６５ ；二級国道 計橋数１２８８７ 木

  橋４２５０ 永久橋８６３６ 、主要地方道 計橋数２

  ４９８２ 木橋９０１４ 永久橋１５９６７ 合計 計橋数

  １２５５４３ 木橋５４０８２ 永久橋７１４６１ ,, 

1957‐,  「もはや戦後ではない」経済白書による。,,＊１５４ 

1957‐10‐7, 名神高速道路の着工命令、１９６５年７月１日全

  通,, 

1957‐7‐20, 「溶接鋼道路橋示方書」制定,, 

1958‐  ,鋼管杭の使用始まる。 

1959‐4‐20, 東海道新幹線起工式,, 

1959‐,  首都高速道路公団創立,, 

1959‐,  古川 一郎 『橋梁工学』 ,, 

1959‐,  古川 一郎、１９２５年九州大学土木科卒業 .1925

  年東京市橋梁課、1933 年～1934 年長野県・岡山

  県技師、1939 年岡山県道路・河港課長、1９41 年

  岐阜県河川課長、１９４２～１９４６年福井県、山形

  県土木課長、1948年仙台工業専門学校教授、 

  1950 年東北大学助教授、1953 年日本大学講師、

  1958年日本橋梁顧問 ,, 

1959‐8‐1, 「鋼道路橋の合成桁設計施工指針」,, 

1959‐4‐1, 「プレストレストコンクリ－ト設計施工指針」土木学

  会,, 

1959‐,  ＪＩＳＧ３１０６ ＳＭ５０の制定,, 

1959‐,  スラブ橋用ＰＣ桁のＪＩＳ化；ＪＩＳＡ５３１３,, 

1959‐,  「道路橋標準設計図集（Ⅰ）鉄筋コンクリ－トＴ桁

  橋、ＰＣスラブ橋」,, 

1959‐,  デ－ゼル杭打ちハンマ－の国産始まる。,, 

1959‐,  ＩＣＯＳ導入,, 

1960‐,  「鋼道路橋の合成桁設計施工指針」制定,, 

1960‐,  ケタ橋用ＰＣ橋げたのＪＩＳ化,, 

1960‐,  人工軽量骨材の実用化,, 

1960‐,  Ｏ．Ｗ．Ｓ．連続地下壁工法開発,,＊１５４＊１７０

  ＊２００＊２２４＊２６３ 

1960‐,  カルウエルド機輸入,,＊２１３ 

1960 年代, 日本道路公団でＲＣスラブ橋を多用,, 

1961‐2‐27, 日向灘地震,, 

1962‐,  遠心力鉄筋コンクリ－トクイのクイ打ち作業標準 

  ＪＩＳ制定,, 

1962‐,  ＰＣ杭の使用始まる。首都高速道路公団で使用。 

1962‐,  リバ－スサ－キュレ－ションドリルを輸入。東海道

  新幹線羽島地区に使用。 

1962‐,  アルミ合金応急組立橋製作、ポニ－トラス B=4、 

  ｌ＝３０ 

1963‐  『道路橋標準設計図集、鋼活荷重合成格子桁』建

  設省土木研究所による。 

1963‐9‐2, 子野川橋アイバ－首部切断、ピン結合トラス  

  ｌ＝６２．４、国鉄中央線 

1964‐6‐16, 新潟地震 Ｍ＝７．７ 

1964‐10‐1, 東海道新幹線営業開始 

1964‐8‐1, 『鋼道路橋設計示方書』『鋼道路橋製作示方書』

  『溶接鋼道路橋示方書』制定 

1964‐6‐1, 『鉄筋コンクリ－ト道路橋設計示方書』制定 

1964‐11‐1, 『道路橋下部構造設計指針、クイ基礎の設計』制

  定 

1965‐,  日本不況 

1965‐,  遠心力鉄筋コンクリ－トクイ ＪＩＳ制定  

1966‐,  ＪＩＳＧ３１０６制定、ＳＭ５８の規定  

1968‐5‐16, 十勝沖地震 

1967‐,  溶接構造用耐候性鋼 ＪＩＳ化；ＪＩＳ Ｇ３１１４  

  ＳＭＡ４１、ＳＭＡ５０、ＳＭＡ５８（耐候性鋼）制定 

1968‐,  「プレストレストコンクリ－ト道路橋示方書」制定 

1968‐10‐1, 東北本線複線化完成 

1969‐5‐26, 東名高速道路全通 

1969‐,  福島県では架橋数最大 、木橋解消のため。  
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